
 

 

 

クリスマスツリーにリース、サンタのブーツ、可愛い衣装…クリスマスの雰囲気が漂う中、子どもたち

は寒さに負けず元気いっぱい遊んでいます。 

先日は、しもなか元気いっぱい冬まつりへのご参加、ありがとうございました。短い時間ではありまし

たが、子どもたちの姿はいかがでしたか？第２学期は『秋まつり』『ランタンづくり』『冬まつり』など、

友達と一緒に取り組む行事がいくつかありました。一つ一つの行事を経験していく中で、一人一人の心が

逞しくなったり、友達との関わりが深まったりしたことを感じた２学期でもありました。 

初めの一歩 

９月３０日、下中幼稚園の遊戯室で『しもなか元気いっぱい秋まつり』を行いました。 

ダンスやかけっこ、玉入れ、そしてお家の人と一緒に楽しむ競技もあり、子どもたちにとっては楽しい

時間となったようです。 

さくら組にとっては、初めてお家の人の前で発表するということもあり、ドキドキの秋まつりとなりま

した。できたこと、上手くいかなかったこともありましたが、確実にできることが増えている実感を、子

ども自身がもち始めたのもこの頃ではないかと感じています。 

つき組は、楽しんで競技に取り組むだけでなく『友達の話をよく聞き、一緒に相談する』という課題の

もと、玉入れの作戦会議に繰り返し取り組んできました。一人一人の優しさが発揮され「こんな作戦がい

いんだけど、どう？」「○○くんはどうしたい？」という、友達の気持ちに配慮した言葉が使われるよう

になり、友達と一緒に進めるための方法を実践を通して学んでいきました。さくら組も、そんなつき組の

姿から学びとり、友達と一緒に取り組むために必要な言葉を知っていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもたちが育て、大きく実ったカボチャを使って、１０月の終わり頃にランタンづくりに挑戦しまし

た。 

ランタンはどんな顔にするかの話し合いでは、パーツごとに担当を決めて進めていくチーム、一つ一つ

みんなで考えながらパーツを決めていくチームと、『どうやったらみんなで進められるか』をチームごと

に考えながら取り組む姿が見られました。秋まつりで学んだ『友達と一緒に進めるための方法』が活かさ

れていることをとても感じました。 

 ランタンづくりでも、友達が切りやすいよう、カボチャが揺れないように押さえたり、向きを変えてあ

げたりするなど、友達の姿を見ながら自分なりに考えて動く姿に、驚きとともに、嬉しさを感じたことを

覚えています。様々な活動や遊び、日々の生活を通した友達との関わりの中で、自然と相手を意識しなが

ら過ごせるようになってきたことを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

クラスだより 
小田原市立下中幼稚園 

令和６年１２月２３日 

担 任  藤原 園加 

みんなで相談しよう！ 

どんな顔にする？ 



 

 

第２学期に入ってから、いろいろな楽器に親しんできた子どもたち。ある日、子どもたちの合奏を振り

返り「とても上手になったね」という話をしていると「お家の人に見せたい」「小学生にも見せたい」と

いう言葉が出てきました。そこで、『お家の人を呼んで、クリスマスパーティー（冬まつり）をしよう！』

ということになりました。 

お家の人を呼ぶことが決まると、子どもたちの意欲はさらにアップ。やる気満々で、当日までの日数を

指折り数えていました。毎日繰り返し取り組む中で「今日きれいだった！」「心が一つになったね」と、

合奏がとても上手にできるようになったことを実感し、喜ぶ姿も見られるようになりました。『自分の頑

張りを見てほしい』だけでなく『みんなで頑張っているところも見てほしい』という思いが出てきたこと

で、クラスとしてのまとまりも少しずつ出てきました。 

冬まつり当日、緊張と期待が入り混じった表情で登園した子どもたち。『大丈夫だろうか…』という教

師の心配を吹き飛ばすほど、たくさんのお家の人の前で立派に発表する姿に、一人一人に感じていた心の

成長を、強く実感しました。子ども自身も、自分の成長を感じ、お家の人から褒められたことで、さらに

強く実感したのではないかと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日～１２日まで、教育相談のご協力、ありがとうございました。日々の姿は、できる限りコ

ドモンによる配信でお伝えできればと思っていますが、集団の中での姿は、保護者の方からは見えにくい

ものだと思っています。 

教育相談の中で、家庭と園との違いに、驚いたり心配されたりした方もいるかと思います。保護者がお

子さんに対して『大丈夫だろうか…』『心配だな』と感じていることは、案外子ども自身も『上手くいか

ないな…』と困っていたり、今後の悩みにつながったりする姿かもしれません。 

教育相談等でお子さんの姿を共有させていただき、同じ目線で見ていくことで、子どものありのままの

姿を受け止めていきながら、良さや課題を整理し、安心して生活したり、一人一人の良さを発揮したりで

きるような方法を探っていきたいと考えています。今後も、心配なことがあれば、いつでもご相談くださ

い。 

さて、早いもので、いよいよ明日から冬休みが始まります。 

年が明けたら、進級・進学に向けての準備を進める第 3学期の 

スタートですね。子どもたちは、毎日大好きなお家の人から離れて 

本当によく頑張っています。今年の頑張りを認め、たくさん褒め、 

また来年も頑張っていかれるパワーを溜めていかれると良いですね。 

お家の方も、お子さんと過ごす時間を思い切り楽しんでください 

ね♪また３学期に、元気な子どもたちに会えることを楽しみにして 

います。良いお年をお迎えください。 

心を一つに… 


